（別紙１）
誓　約　書

（宛先）金沢市長


[bookmark: _GoBack]１　児童福祉法第34条の22第４項に規定する下記欠格事由のいずれにも該当していないことを誓約します。
　なお、下記のいずれかに該当することとなった場合には、速やかに申し出ます。

①　拘禁刑以上の刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受けることがなくなるまでの者
②　児童福祉法、児童買春、児童ポルノに係る行為等の規制及び処罰並びに児童の保護等に関する法律（平成11年法律第52号）その他国民の福祉に関する法律で政令で定めるものの規定により罰金の刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受けることがなくなるまでの者
③　児童虐待又は被措置児童等虐待を行った者その他児童の福祉に関し著しく不適当な行為をした者
④　児童福祉法第34条の25第４項又は第５項の規定により登録一時保護委託者の登録を取り消され、その取消しの日から起算して５年を経過しない者
※当該登録を取り消された者が法人である場合は、当該取消しの処分に係る行政手続法第15条の規定による通知があった日前60日以内に当該法人の役員等であった者で当該取消しの日から起算して５年を経過しないものを含む。
※当該登録を取り消された者が法人でない場合においては、当該通知があった日前60日以内に当該登録に係る一時保護の管理者であった者で当該取消しの日から起算して５年を経過しないものを含む。
⑤　法人であって、その役員等のうちに前各号のいずれかに該当する者があるもの
⑥　法人でない者であって、その管理者が第１号から第４号までのいずれかに該当するもの


２　金沢市児童福祉法に基づく一時保護委託者の登録等に関する基準を定める条例（金沢市条例第31号）に規定する下記について、適切に履行することを誓約します。

①　児童の権利に十分配慮し、一人ひとりの人格を尊重して運営を行う。（第４条）
②　児童の国籍、信条、社会的身分等による差別を行わない。（第４条）
③　正当な理由なく、児童の権利を制限しない。正当な理由に基づきやむを得ず権利を制限する場合は、その理由について十分な説明を行い、児童の理解を得るよう努める。（第５条）
④　施錠等により、児童の行動を制限しない。（第６条）
⑤　児童に対し、被措置児童虐待その他児童の心身に有害な影響を与える行為を行わない。（第７条）
⑥　児童の意見又は意向を尊重した支援を行う。（第11条）
⑦　合理的な理由なく、児童の所持品の持ち込みを禁止しない。合理的な理由に基づきやむを得ず持ち込みを禁止する場合は、生命等に関わる緊急の場合を除き、あらかじめ金沢市児童相談所長に相談する。（第12条）
（裏面へ続く）

⑧　児童の居室は、児童が穏やかに過ごすことができ、安心して暮らすことができる環境を整える。（第13条）
⑨　児童のジェンダーアイデンティティ及びプライバシーの保護に十分配慮した住環境を整える。（第13条）
⑩　食事は、児童の栄養面や身体的状況を考慮したものを提供する。（第18条）
⑪　健全な生活の基本としての食を営む力の育成に努める。（第18条）
⑫　児童の健康状態把握のため、あらかじめ金沢市児童相談所長に相談したうえで（生命等に関わる緊急の場合を除く）、状況に応じ医師又は歯科医師による診察その他の必要な措置を講ずる。なお、児童の健康状態を把握した医師又は歯科医師による所見は、児童の健康を記録する表に記入し、金沢市児童相談所長にも報告する。（第19条）
⑬　児童に対して安定した生活環境を整え、生活支援及び教育を行いつつ児童を養育する。（第20条）
⑭　児童の自主性を尊重しつつ、基本的生活習慣を確立するとともに豊かな人間性及び社会性を養うことができるような生活支援を行う。（第21条）
⑮　児童がその適正、能力等に応じた学習を行うことができるよう、適切な相談、助言、情報の提供等の教育支援を行う。（第21条）
⑯　児童の家庭の状況に応じ、親子関係の再構築等が図られるよう、金沢市児童相談所と協力して支援を行う。（第21条）
⑰　一時保護解除後も児童が適切な支援を受けられるよう、金沢市児童相談所に必要な協力を行う。（第21条）


本誓約書にて誓約した事項については、関係法令及び基準を遵守し、適切に履行します。なお、虚偽の申出を行った場合や、条例に定める基準を外れることとなった場合には、登録取消の対象となることを了承します。


　　　　　　年　　月　　日　　　　　　　　　申請者
